
サッカーは世界の言葉
～ Ｊクラブの草の根国際交流 ～

Ｊリーグは「国際社会における交流及び親善への貢献」
を、その理念の一つとして掲げている。リーグ設立から20
年目を迎え、AFCチャンピオンズリーグやFIFAクラブ
ワールドカップでＪクラブが活躍するようになり、トップ
チームは世界の舞台でさまざまな成果を上げつつある。
その一方で、草の根レベルの交流に目を向けると、アカデ
ミーの国際試合などの機会は広がりつつあるものの、まだ
まだ発展の余地があるといえるだろう。
そうした中、アフリカのエチオピアで子どもたちへのサッ
カー普及活動を行ったベガルタ仙台と、アジア各国の子
どもたちとサッカーを通じた交流を長年にわたって行って
いる浦和レッズの活動を、現地ルポも交えて取材。Ｊクラ
ブの国際交流の在り方を探った。

編集・発行 社団法人 日本プロサッカーリーグ



	 衝撃を受けた		
エチオピアの現実

　「エチオピアと聞いた時の第一印
象は、幼い頃にテレビで見た“飢

き き ん

饉
の国”のイメージだった」と語るのは、
ベガルタ仙台育成部でスクールマ
スターを務める井上和徳コーチだ。
エチオピアはアフリカ最古の独立国で
あり、約8500万人の人口を誇る東アフ
リカの大国である。しかし、南アフリカ
やケニアといった近年著しい経済成
長を遂げる他国とは異なり、アフリカ大
陸の中でも最貧国の一つに数えられ、
人々は常に「貧困」と隣り合わせの生
活を強いられているのが現状である。
　「移動する車窓から見た街の景色

は、アフリカ大陸に初めて来た人間に
とってかなり強烈だった」と振り返るの
は、ベガルタ仙台育成部でU‐10の監
督を務める福田直人コーチだ。車線も
なく砂ぼこりが巻き上がるでこぼこの
道路、扉も窓もないわらぶきの家々、ぼ
ろぼろの布をまといはだしで歩く人々。
　車を降りるとすぐにたくさんの子ども
たちや母親が「マネー！マネー！」とお金
を求めて寄ってくる。そればかりか空
港職員までもが持参したサッカーボー
ルに群がり、「一つでいいから俺にくれ
ないか」とねだった。日本とは180度違
うエチオピアの現実に、2人はしばし
言葉を失った。
　しかし、「ベガルタカップ」と銘打た
れた大会が開催されているラリベラの

サッカー場に2人を乗せた車が到着し
た時は、先ほどまでの寂れた景色とは
一転して、数百人の子どもたちが笑顔
で駆け寄り、まるで大きなお祭りのよう
な雰囲気の中で、遠く日本からやって
来たサッカーコーチを歓迎してくれた。
　サッカー場には、「僕たちのプレー
を見に来てくれてありがとう！」と日本語
で書かれた横断幕も掲出され、集まっ
た子どもたちと観客を合わせると数千
人もの人々で会場はぎっしり埋まって
いた。その中にはラリベラ市長やサッ
カー協会の会長の姿もあり、この小さ
な町の人口の大半が集まっているの
ではないかと思うほどの盛り上がりで
ある。
　「ベガルタカップ」は今年初めて開

エチオピア正教の聖地として知られるラリベラは、
エチオピア北部ラスタ郡の山あいに位置する人口2万5000人ほどの小さな町である。
クリスマスには世界遺産にも登録されている岩窟教会を目指し、
エチオピア中から数十万人という巡礼者が集まってくる由緒ある巡礼地だ。
2011年1月、そのラリベラにあるサッカー場に、
たくさんの子どもたちの大きな声が響き渡っていた。
サッカー場といっても、
そこは砂利だけではなく大きな石も転がるでこぼこの広場。
パスをしてもラグビーボールのように跳ねてボールは真っすぐ進まず、
大量の砂ぼこりも舞い散る状況で、決してサッカーに適した環境とはいえない。
それでも彼らは、真剣なまなざしで一心不乱にボールを追い掛け、
必死のプレーで何度も何度も相手ゴールへと迫る。
そんな子どもたちの中心に、ベガルタ仙台のジャージをまとった2人の日本人コーチがいた。

サッカーは世界の言葉
〜Ｊクラブの草の根国際交流〜

ベガルタ仙台
～＜現地ルポ＞エチオピアの子どもたちとの絆～



催され、年齢別に四つのカテゴリー
に分けて事前に予選大会を戦い、こ
の日は各カテゴリーの決勝大会が行
われた。ベガルタ仙台が各優勝チー
ムに日本から持参したトロフィーやユ
ニフォームを、優秀選手にスパイクな
どの賞品を提供する。金色に輝くトロ
フィーを手にした子どもたちは、まるで
ワールドカップの優勝チームのように
頭上に高く掲げ、大声で歌いながら走
り回って喜び合い、会場からは大歓
声が沸き上がった。

“気付き”を残していくこと

　ベガルタカップの翌日からは、いよい
よサッカー教室の開始である。井上、
福田両コーチの集合の合図に、子ど
もたちが駆け寄ってくる。左右別々の
靴を履いている子、靴がなくはだしで
やって来た子、この日のために友だち
からユニフォームを借りてきた子。そ
して、彼らが抱えていたのは靴下や
古着を丸めて作ったサッカーボール。
エチオピアのグラウンドには、日本では
当たり前にそろうものが、ほとんどそ

ろっていなかった。
　日本から持参した本物のサッカー
ボールを見て、彼らは目を輝かせた。

「2人1組の練習では、みんなボール
に熱中し過ぎて、こちらの言うことを
まったく聞いてくれなかった」と井上
コーチは苦笑する。そこでコーチたち
は個人練習ではなく、チームごとに楽
しめるゲーム形式の練習を多用する
プログラムに変更した。「みんなで遊ぶ
ことの楽しさ」を彼らに感じてもらうこと

が大切だと考えたからだ。
　サッカーボールの数そのものが少
ないエチオピアでは、一つのボールを
年長者などの一部の子どもたちが独
占して使っているように見えた。前日
の「ベガルタカップ」のハーフタイム中
に、年上の子どもがボールで遊ぶ様
子を、小さな子どもたちが周りでうら
やましそうに見ている姿があったから
だ。彼らは多くの仲間と一緒に、少な
いボールで楽しむ“遊び”方を知らない

サッカー教室では、一つのボールを使って、チームの仲間と一緒になって楽しめるプログラムを多く
取り入れた。初めて体験する練習方法に、子どもたちは興味津々だった

トロフィーを手にした子どもたちは、日
が暮れるまでみんなで歌い踊り続けた

サッカー教室に参加した子どもたちには、ベガルタカラーの特製Ｔシャツとクラブフラッグをプレゼント。Ｔシャツの製
作は地元ラリベラの修道院に依頼した



のだ。
　井上コーチと福田コーチは、パス回
しゲームやリフティングゲームなどのさ
まざまな“遊び”の中で、たくさんの仲
間とともにボールを蹴り、チームのみん
なで協力することの楽しさを子どもた
ちに感じてほしいと考え、パスする相
手の名前を呼ぶことなどをルールにし
たゲームを行っていった。実際に子ど
もたちも一つのボールを使ったさまざ
まなゲームをみんなで協力して進めて
いく中で、自然と仲間同士で声を掛け
合い、楽しんでプレーできるようになっ
ていった。
　ボールや ユニフォームといった
“モノ”を彼らに届けることも必要な支
援ではあるが、こうした少しの“気付き”
をエチオピアの子どもたちに残してい
くことこそが、はるか日本からやってき
たコーチたちに求められる一番大切
な役割なのではないだろうか。
　「また必ず来てね！」「約束だよ！」
―。サッカー教室を終えて車に乗り
込む2人に、子どもたちは口々にそう
呼び掛けた。また再び、ベガルタ仙台
のコーチがこの地を訪れるまでの間、

彼らはこの日覚えたたくさんの“遊び”
を基に、みんなで一緒にサッカーを楽
しんでくれることだろう。

	 きっかけは	 	
「エチオピアに緑を」

　今回、ベガルタ仙台がエチオピアで
子どもたちにサッカー教室を行うきっ
かけとなったのは、エチオピアで10年
以上も植林活動と水資源開発を進
めている福島県相馬市のNPO法人

「フー太郎の森基金」の活動に賛同
したことが始まりだった。
　このNPOの新妻香織理事長が
エチオピアに初めて渡ったのは、同
国が30年にもわたる内戦を終えたば
かりの1994年にさかのぼる。ラリベラ
を訪れた際に、少年たちにいじめら
れていたふくろうの子どもを買い取っ
て“フー太郎”と名付け、再び自然に帰
すための森を探す旅へと出掛けた。
しかし、見渡す限り乾いた大地ばかり
で森どころか1本の木さえ生えていな
い。エチオピアはここ数十年の間に、
行き過ぎた農地の拡張や過放牧、燃
料確保や生活の足しにするための無
計画な森林伐採によって、かつて国
土の40%もあった森をわずか4%にま
で減らしてしまっていた。木が無いこと
は豊かな土壌を失い、結果的に水不
足から飢

き き ん

饉を招く。エチオピアの人々
は乾季の干上がった川を掘り、わずか
ににじみ出る泥水をすくって暮らして
いた。「フー太郎が安心して帰れる森
をつくってあげたい。この国の深刻な
水と緑の問題に対して、1本の木を植
えることからでも行動していかなけれ
ば」という新妻理事長の想いで98年、

フー太郎の森基金は誕生した。以来、
エチオピアの地に植えた木は10年間
で約90万本にも上り、四つの緑地公
園も造成。また八つのため池と二つの
小学校の建設も行った。
　基金は特に子どもたちの教育にも
力を注いでいる。ラリベラと周辺の三
つの小学校内に「環境クラブ」をつく
り、子どもたちと一緒に種から苗を育
て、1本ずつ丁寧に植林を行う。エチ
オピアは近年、子どもたちの人口が急
激に増加しており、今から彼らにしっ
かりとした教育を行っていけば、将来
的に無謀な伐採などが減り、再びエチ
オピアの大地に緑が戻ることへとつな
がると考えているからだ。
　そんなエチオピアの子どもたちに
一番人気のあるスポーツこそが、サッ
カーなのである。「いつも子どもたちが
古着を丸めたボールを楽しそうに蹴っ
ている姿を見て、サッカーを通じて彼ら
の心に残る活動ができるのではないか
と考えていた」と新妻理事長は語る。
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サッカー場の入口や街中に手づくりの横断幕が
掲げられ、みんなが笑顔で歓迎してくれた

ＮＰＯ法人フー太郎の森基金
理事長

新妻香織 氏



　そんなある日、こうした想いを巡らせ
ていた理事長の元に1通のメールが届
いた。「お元気ですか？　フー太郎の
森基金はまだ熱心に活動されている
ようですね。私は現在ベガルタ仙台で
働いています。何か一緒に活動できる
といいですね」。それは、旧知の仲だっ
たベガルタ仙台事業部の齋藤美和子
運営課長からのメールだった。

	 コーチを海外へ	 	
派遣することの意義

　きっかけは偶然だった。2009年5月
にベガルタ仙台が福島県営あづま陸
上競技場でホームゲームを開催した
際に、協力してくれたスタッフの1人が
フー太郎の森基金の関係者だった。
10年ほど前に新妻理事長と出会い、
面識のあった齋藤課長は懐かしい想
いを胸にメールを送った。互いの仕事
ぶりを報告し合うとともに、新妻理事
長からは「エチオピアの子どもたちに
ボールを贈るなど、サッカーを通じた
支援をお願いできないか」という打診
を受けた。
　齋藤課長は、東ティモールにおい

て学校運営の支援をするNPO活動
を自ら進めてきた経験を持つ。「現地
に行き、お土産として少年たちにサッ
カーボールを渡したものの、ある少年
がはだしで硬い革のボールを蹴った
ためにけがをしてしまった。彼らはけ
がをしても周りにそれを治療する病院
はなく、大変困ったことがあった」と、
過去の体験を通して痛感した“指導
者の大切さ”を訴えた。そこで、ただ単
にボールを贈るのではなく、しっかりと
蹴り方や遊び方を教えることができる
コーチの派遣を提案し、新妻理事長
からも賛同を得たのである。
　次は自身の会社、ベガルタ仙台へ
の説得だった。
　「会社の状況を考えてみると、1週間
でも齋藤課長やコーチたちがいなくな
ることは、他のスタッフの負担が増える
ことにつながる。だが、齋藤課長の熱心
な話を聞いて、『やってみればいいじゃ
ないか』と、クラブとして実行することを
決断した」と語るのは、ベガルタ仙台の
白幡洋一代表取締役社長だ。
　実は白幡社長には株式会社リコー

勤務時代に、スポーツの価値を感じる
こんな原体験があった。「24歳の時に
台湾へ派遣され、繊維工場の運営管
理業務に従事していたが、現地従業
員の定着率が悪いのが悩みだった。
台湾はバスケットボールが国技。私は
バスケットボールには明るくなかった
が、学生時代にバレーボールをして
いたこともあり、日本から持って行った
ボールを使って、休日にバレーボール
を教えるようにした。すると、徐々に参
加人数が増え、彼らもいつしかバレー
ボールを楽しむようになってコミュニ
ケーションが増したことで、必然的に
定着率も高まった」（白幡社長）。
　08年に仙台市の元副市長から、

「宮城県にゆかりがあり、会社の経
営経験とスポーツに対する理解があ
り、勘の働く人」という条件を基に、
当時、東北リコー株式会社の社長で
あった白幡氏に白羽の矢が立てられ、
ベガルタ仙台の社長へと招

しょうへい

聘された。
就任当初はサッカーの知識はほとん
どなかったという白幡社長だが、それ
でもスポーツの持つ力は身をもって感

ベガルタ仙台
代表取締役社長

白幡 洋一 氏

ベガルタ仙台のサポーターに日本で書いてもらった、エチオピアの子どもへのメッセージが入った
紙コップを苗木のポットにして、両コーチは現地で子どもたちと一緒に植林活動も行った
（右：井上和徳コーチ、左：福田直人コーチ）



じていた。
　「日頃うちのコーチたちはベガルタ
仙台というブランドに守られ、恵まれ
た環境で指導を行っている。海外、そ
れも先進国ではなく開発途上国で子
どもたちにサッカーを教えるということ
は、自分自身で指導方法を工夫しなけ
ればならず、その経験自体が彼らの
人間形成の上で必ずプラスになるは
ずと考えた」と白幡社長は語る。
　自身の台湾でのかけがえのない経
験もあり、コーチたちの人間教育にも
間違いなく有益になるとの想いから、
今回のエチオピアへのコーチ派遣に
クラブとしても全面的に取り組むこと
になった。

	 派遣プロジェクトの	
実現に向けて

　早速、新妻理事長と齋藤課長を中
心に、派遣プロジェクトの実現に向け

て各所への調整が進められた。齋藤
課長は、「自らの過去の経験から、あ
る程度の成果を上げる自信はあっ
た。不安や迷いがあれば、実現でき
なかったこと。会社に直談判する上
で、フー太郎の森基金がJICA（独立
行政法人国際協力機構）とも協力関
係にあり、外務大臣表彰を受けた信
頼のおけるNPOであることも追い風
になった」と背景を振り返る。
　2人は早速、JICA東北を訪れて協
力を要請した。これに対して、「2004
年よりJICAは草の根技術協力事業
を通じてフー太郎の森基金と協力関
係にあり、その活動に関する情報は
得ていた。われわれはJICAの予算が
開発途上国でどのように活用され、現
地の人々にどれだけ貢献しているの
かを納税者に説明する義務がある。
その意味でも、こうした地道な活動を
多くの市民に知ってもらえるように、広

報の側面から支援することは有益だ
と考えた」と語るのは、JICA東北の
石岡秀敏総務課長（当時、以下同）
だ。早速、地元テレビ局に打診したと
ころ、KHB（東日本放送）が番組制作
に名乗りを上げてくれた。
　JICAとしても、「単なるODA（政府
開発援助）に関する番組や新聞記事
だけでは視聴者の発火点も低い。もっ
と気付きを与えるきっかけづくりが重
要だった。その意味ではベガルタ仙台
という地元の人たちにとって身近な存
在のＪクラブが、単にボールやウエアを

サッカーは世界の言葉
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ＪＩＣＡ東北　総務課長
（当時、現在は本部資金協力支援部）

石岡 秀敏 氏

上：ベガルタ仙台のホームゲームでエチオピア産のコーヒーを販売し、コーチを派遣
するための募金を呼び掛けた　右：エチオピアでの植林活動を伝え、コーチ派遣へ
の協力をお願いするチラシも製作した



贈るのではなく、コーチたちが実際に
現地の子どもたちと触れ合うという
“目に見える形”での活動を行うことは、
とても貴重なものだった」と石岡課長
は語る。
　KHBもディレクターとカメラマンだけ
ではなく、音声スタッフも加えた3人態
勢のクルーで現地入りし、活動を精力
的に取材することを決めた。JICAによ
る取材クルーの派遣費サポートは2人
までのため、スタッフ1人分の渡航費
はKHBが自社で負担した。
　このプロジェクトはファン・サポー
ターにも広く告知され、コーチの派
遣 費 用については寄 付を募った。
ベガルタ仙台のホームゲームの際に
は、フー太郎の森基金がユアテック
スタジアム仙台内にエチオピアでの植
林活動を紹介するコーナーを作り、寄
付金付きのエチオピア産コーヒーを
販売して約50万円を集めた。このコー
ヒー販売の時に使用した紙コップに
は、ファン・サポーターから「エチオピ
アの子どもたちに笑顔を！」などのメッ
セージが書き込まれ、現地での植林
の際に苗木のポットとして活用された。
また、この企画を知った福島県の会
社が50万円の寄付を申し出てくれた
ため、目標としていた100万円の募金
が集まった。ベガルタ仙台の派遣コー
チは、当初1人の予定だったが、業務
負担の大きさを考慮して2人の派遣へ
と変更し、齋藤課長は自費で参加す
ることを決めた。
　また、フー太郎の森基金の本部が
ある福島県相馬市の少年サッカー
チームの子どもたちには、エチオピア
の子どもたちへのメッセージシートを

書いてもらった。テーマは、「2014年の
ワールドカップの時に、君がこうなって
いてくれたらうれしい」というもの。自
分がこうなりたいではなく、エチオピア
の友だちにどうなっていてほしいかを
考え、願い、「古着のボールではなく、
ちゃんとしたボールで僕たちとサッカー
をしよう」「食べ物や水に困らない平
和な国になって、楽しくサッカーができ
るようになってほしい」といったメッセー
ジを寄せてくれた。同様に、エチオピア
の子どもたちにも、日本の友だちへの
メッセージを書いてもらい、ラリベラの
大地にタイムカプセルを埋めることに
した。「普段は考えもしない遠く離れ
た国の子どもたちの幸せを、こうした
取り組みによって家族や友だちと話し
合ったり、自ら想いをはせて考えてみ
る、そうしたきっかけになれば」と新妻
理事長は話す。
　こうした、たくさんの人々の想いが
重なり、今回の一大プロジェクトは実現
していったのである。

同じ地球に暮らす仲間として

　今回のプロジェクトは、参加したメン
バーに新しい発見と大きな驚きを残し
た。
　「当初は海外へ行くのであれば、
ヨーロッパの先進クラブの育成組織を
見た方が勉強になるのではと思って
いた。だがエチオピアに行って、アフリ
カの子どもたちの身体能力の高さに
あらためて驚かされると同時に、人の
話を集中して聞けないといった彼ら特
有の課題も見えた。こうしたアフリカの
現状を理解できたのは現地に行った
からこそ。日本の子どもたちに今回の
旅の話をすると、彼らもエチオピアが
どんなところかと興味を持ってくれる。
それは日本の子どもたちにとって、アフ
リカに関心を持つ初めの一歩になって
くれると思う」（井上コーチ）。
　「最貧国という過酷な環境で生きて
いる彼らは、モノに対する欲求やゴー

日本の子どもたちからエチオピアの子どもたちへと送られたメッセージシート。遠い国に暮ら
す友だちの幸せを願う、たくさんの素敵なメッセージが寄せられた
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ルに対する執着心がとても強い。そし
てサッカーを純粋に心から楽しむ姿勢
は、とにかく新鮮だった。日本の子ども
たちや指導者が忘れがちな“サッカー
はゴールを奪う競技である”という原
点を、あらためて彼らから教えてもらっ
たような気がする」（福田コーチ）。
　2人のコーチは、日本とはまったく
環境も文化も異なるエチオピアの地で
たくさんの驚きと出会い、サッカーを教
えるということの奥深さを再認識し、
白幡社長の狙い通り、まさに人間とし
て多くのものを得て帰国した。そして、
その体験を日々の育成普及活動に
おいて、仙台の子どもたちへと伝えて
いってくれることだろう。
　「まずは継続することが重要だと考
えている。しかし、いつまでどのような
支援を行うのかをしっかり決めていく
ことも大切。ただサッカー教室をして
いるだけではいけない。一番大事なこ
とは彼らの自立。現地でいかに子ども
を指導する指導者を育成していくか
を考えることも大切なテーマになる。
また、クラブだけがお金を出すのでは
なく、ファン・サポーターの人たちにもこ
の活動の趣旨や想いを理解していた
だき、募金活動などを通してエチオピ
アの現状を知ってもらうことにも意味

がある。そのためにも2年に
1回の派遣が望ましいだろ
う。この活動を単発での国
際貢献ではなく、地元地域
と連携した活動にしていき
たい」と白幡社長は、これか
らのベガルタ仙台としての
支援の考え方を語る。
　「今回のプロジェクトで、

サッカーというのはこんなにも子どもた
ちを幸せにする力があるのかと、本当
に驚いた。サッカー教室を通して、子ど
もたちと今までと違った触れ合い方が
できたことは大きな財産。われわれの
エチオピアでの支援もいつかは終え、
彼らが自分たちで緑の大地を守って
いけるようにしなくてはならない。その
時まで、植林やサッカーの活動を通し
て彼らとしっかり向き合っていきたい」
と、新妻理事長も現地の人々の自立
を願う。
　今回の約1週間のエチオピア滞在
の中で、ラリベラからラバにまたがっ

て片道4時間という、標高3200ｍを超
えるカンカニという土地を訪れた。へ
き地で今まで学校がなく、先生も来な
いため十分な教育が受けられなかっ
た子どもたちのために、フー太郎の森
基金が小学校を建設した場所だ。建
設費用は約10万円。この学校によっ
て子どもたちの人生は大きく変わるこ
とだろう。そして、今回はサッカーを通
して彼らに夢を届けることができた。
「いつかエチオピア代表になって、
日本代表と試合がしたい」。そう話す
子どもたちの目には、厳しい現実の中
でも確かに前を向いて生きていく力
があった。
　同じ地球に生きる仲間として、自分
たちにできることは何か、そして彼ら
が自立していくために必要なことは何
か。今回のプロジェクトで得た多くの
財産を生かし、この大きなテーマに向
けて、ベガルタ仙台とフー太郎の森
基金の連携活動が初めの一歩を踏
み出したことは間違いない。

コーチから贈られた初めて見る本物のサッカーボールを、子ど
もたちは大切そうにいつまでも抱えていた

カンカニの子どもたちと、フー太郎の森基金が建設した小学校の前にて。いつの日か彼らの中からエチオ
ピア代表選手が生まれ、日本代表とワールドカップで対戦する時が来ることを願う



さいたまからアジアへ

　「スポーツは、体を鍛え、テクニック
を磨くだけでなく、人々の“こころ”をも
鍛える。相手に立ち向かう強い精神力
と集中力、チームメートを信頼する“こ
ころ”や“思いやり”が大切だからだ。中
でもサッカーは、みんなで一つのボー
ルを追い掛け、ゴールを目指す単純
なスポーツ。パスという“コミュニケー
ション”を通じ、ゴールという“夢”に向
かい、イレブンや応援する人の“ここ
ろ”を一つにする。Ｊリーグ発足以来、
浦和レッズを支えてくれたさいたまの
人 と々ともに、サッカーを通じたより多く
のコミュニケーションを実現する活動
が『ハートフルクラブ』である」と落合
キャプテンは説明する。
　一般的なハートフルクラブの活動は
次のようなものだ。まず午前中は幼稚
園や保育園の訪問、小学校の授業サ
ポートに当たる。小学校の授業では、

1時間目に道徳に当たる時間を持ち、
2時間目以降はサッカーの実技。もちろ
ん男女にかかわらずプレーする。当然
サッカーが得意ではない子どもも多い
が、落合キャプテンは「恥ずかしがらず
に大きな声を出すこと、そして友だちへ
の思いやりを持つことが一番大切だ」
と、いつも子どもたちに伝えている。
　午後になると、「ハートフルスクー
ル」と呼ばれる子ども向けのサッカー
スクールを行う。ハートフルクラブに所
属するコーチ8人を4人ずつ2組に分
け、希望があった学校を訪問してい
く。このほか、年齢制限なしのスクー
ルである「ハートフルキャラバン」や、

「ハートフルトーク」と呼ばれる落合
キャプテンの講演活動など、さまざまな
プログラムがある。「それが1年間、ほ
ぼ毎日のように続く」と説明するのは、
ハートフルクラブを統括する普及部の
辻谷浩幸課長である。
　こうしたホームタウンのさいたま市で
の活動をベースとしながら、プロジェク

トの一環として、「浦和レッズ・ハートフ
ルサッカー in ASIA」と呼ばれる国際
交流活動が実施されているのである。

スマトラ沖地震が契機に

　04年12月26日、インド洋に浮かぶ
インドネシアのスマトラ島沖でマグニ
チュード9.1の大地震が発生した。死
者・行方不明者22万人超、負傷者13
万人超を数え、現地の暮らしはもちろ

浦和レッズ	
～アジアとの懸け橋を目指して～

「コラッ！ しっかり並べ！！」
UAE（アラブ首長国連邦）のドバイにあるグラウンドに、
日本語の太い大きな声がこだまする。
声の主は、浦和レッズ・ハートフルクラブの落合弘キャプテンだ。
浦和レッズのハートフルクラブとは、サッカーの普及を柱とし、
「こころ」を育むことをテーマにした地域におけるコミュニケーション活動のこと。
2005年以降は、ホームタウンのさいたま市における活動だけではなく、
アジアの子どもたちとサッカーを通じた「草の根国際交流」も進めている。

浦和レッズ　ハートフルクラブ
キャプテン

落合 弘 氏
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ん、周辺の国々を含めて大きな爪痕を
残した。
　05年7月、当時タイ航空がクラブの
パートナーだったこともあり、この地震
の影響を受けたタイを元気にするプロ
ジェクトとして、浦和レッズ・ハートフルク
ラブはその活動をタイのプーケット島
に移して実施した。「国が違い、言葉
が違い、宗教や文化が違えども、サッ
カーを通して、ボールを追う子どもた
ちの“こころ”はつなげられることを証
明してきた」と落合キャプテンはその
手応えを口にする。
　07年、トップチームがAFCチャンピ
オンズリーグへの出場を果たした際、
試合に先駆けて対戦相手の国を訪
問してサッカー教室を開いた。これを
機に、アジア諸国の草の根国際交流
を図るべく、以降は韓国、中国、インド
ネシア、タイ、UAE、マレーシア、シンガ
ポール、バングラデシュ、香港、台湾な
ど、これまで延べ18カ国で、5000人以
上の子どもたちと接してきた。
　国内同様、1回の遠征につき4人の
コーチを1グループとして派遣。主に

開催国の小学校、現地の日本人学
校の小学生を対象に、約2時間のサッ
カー教室を開催する。1回の派遣につ
き、5～6回のセッションを実施するた
め、「コーチ陣にとってはかなりのハー
ドスケジュールとなるが、派遣する以
上はできる限り大きな成果を残して
帰ってきたいという想いがある。コー
チたちにとってもいい経験になるので
頑張ってもらっている」と辻谷課長は
語る。

	 文化の違いを理解した上で	
レッズ流を貫く

　海外でのこうした活動の難しさは、
言語が違うことはもちろんのこと、なん
といっても文化や習慣、宗教などが大
きく異なる点にある。
　UAEのドバイで実施した時のこと。

「並べ！」と言っても列に並ばない、ビ
ブスを配れば勝手に子ども同士で交
換してしまう。落合キャプテンによれば

「サッカーの技術レベルは決して低く
ないが、とにかく子どもたちが言うこと
を聞かないので苦労した」。ただ、子

どもに集中力がないことには現地の
大人たちもかなり苦労しているらしく、

「子どもたちを怒鳴りながら指導し、
少しずつ彼らがまとまっていく姿を見
ていた王族から『おまえは伝道師なの
か？』と真顔で聞かれた」（落合キャプ
テン）という逸話が、産油国における
教育の難しさを物語っている。
　しかし、ＵＡＥの全てのチームが同じ
というわけではなかった。翌日、アブダビ
の会場で開講してみると、同じ世代の
子どもたちなのに、こちらは見事に統
率がとれていた。「実はトップチームは
ドバイよりもアブダビが圧倒的に強い。
こうしたクラブの強さは、育成組織の
教育にまで影響しているのだと、この
時あらためて実感した」（同）。
　こんな出来事もあった。グラウンド
に飲み終えたペットボトルを捨てたま
ま帰ろうとする子どもたちに違和感を
覚え、拾って片付けようとすると、現地
のスタッフから「拾わないでほしい。そ
れを片付けることを仕事としている人
がいる。彼らの仕事を奪わないでほし
い」と注意された。
　各国の文化や風習の違いから、エ
ピソードには事欠かない。中国では、
一人っ子政策の影響もあり甘やかさ
れて育てられているのか、スパイクの
ひもがほどけるとコーチに足を差し出
して結んでもらっているシーンを見掛
けた。サッカーも総じてあまり上手では
ない。子どもだけでなく、保護者と指
導者にクリニックの内容について説
明している時に、聞いていた保護者
が大声で携帯電話でけんかを始め
てしまうこともあった。落合キャプテン
が「ああいう大人になってはいけない

落合キャプテンはどの国の子どもたちにも「恥ずかしがらずに声を出して元気に楽しむことと、友だちを思い
やる気持ち」の大切さを伝えている



のです」と話したところ、他の保護者の
浦和レッズを見るまなざしが変わった。
　バングラデシュでの歓迎ぶりも、ま
た一味変わったものだった。炎天下の
中、歓迎する村長の話が長時間に及
んだ。聞いている子どもたちの目もう
つろ。だが長く話すことこそが、彼らの
文化においては歓迎の気持ちの表し
方だったのかもしれない。「しかし、プ
レーする子どもたちのことを最優先に
考え、以後はあいさつも短くしてもらう
ようにお願いしている」（落合キャプテ
ン）という。
　インドネシアでは、現地に住む日本
人と、地元の子どもたちを交ぜてサッ
カー教室を開講した。現地の子どもた
ちは日本人と試合をするのだからと、
借り物のスパイクを履いてきたようだっ
た。しかし、その多くは古く破れてい
た。落合キャプテンはその時の様子を
こう振り返る。「気が付けば、現地の子
は借り物のスパイクを脱ぎはじめ、はだ
しになってプレーしていた。日本人の
子どもたちは、はだしの相手に最初は
ちゅうちょしていたが、いつの間にか気
にせず互いに真剣にプレーするように
なっていった。恥ずかしがる素振りも
見せず、明るく無邪気にサッカーを楽
しむ現地の子どもたちの笑顔とはじけ
ぶりは、本当に感動的だった」。
　初めは文化の違いに戸惑った部
分も大きかったというが、落合キャプテ
ンはこうした各国での体験を踏まえ、
サッカーの指導については常にレッズ
スタイルを貫き通すことに決めた。ど
の国に行っても日本の子どもたちと同
じように向き合い、怒ることが必要な
時には大声で怒る。つまり「現地の文

化に指導スタイルを合わせるのではな
く、日本での指導スタイルをしっかりと
伝え、その上で相手の文化との違い
を認識する、それこそが真の文化交
流につながる」（落合キャプテン）と考
えるに至ったからだ。
　こうした背景には、浦和レッズが
アジアチャンピオンとなり、FIFAクラブ
ワールドカップに出場したことや、日本
代表がFIFAワールドカップ出場の常
連国となった影響もある。落合キャプ
テン自身も、「アジアナンバーワンクラ
ブになった浦和レッズのコーチである
こと、そして現役時代に日本代表の
キャプテンを務めていたということで、
アジアのどの国に行ってもとても高い
注目度と尊敬の念を集めている」と実
感している。　

	 三菱商事とFOUNAPの	
支援を得て

　このアジアにおける「浦和レッズ・
ハートフルサッカー in ASIA」は、
09年以降、三菱商事株式会社がサ
ポートカンパニーとして支援してい

る。日本の強みを発揮するこの活動
の意義を理解するとともに、アジア各
国の駐在員や現地の関係会社に対
するCSR（企業の社会的責任）活動
としての位置付けもある。
　また同年には国連機関の一つ、
国連の友As ia－Pac i f i c（略称は
F O U N A P ）との 提 携も結 んだ 。
F O U N A P は「平和、人権、環境」と
いう国連の理念を広く世界に啓発す
ることを目的に、国連と民間の懸け橋
になっている団体だ。
　アジアにおける活動だけでなく、
ハートフルクラブやレッズランドなど、
浦和レッズの活動を総合的に支援す
ることになり、現在はトップチームのユ
ニフォーム、ハートフルクラブで指導
するコーチのウエアやスクールで使
用するビブス、子どもたちのウエアな
どにもFOUNAPのロゴがプリントさ
れている。
　「地域に根差し、その上で国際交流
を推進する活動は、Ｊクラブである以
上、継続していかなくてはならないと思
う。三菱商事やFOUNAPといった企

さまざまな国の文化に触れることのできる海外でのサッカー教室は、浦和レッズのコーチたちにとっても他
では得られない貴重な経験の場になっている
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業や団体が浦和レッズの活動を理解
し、支援してくださることは大変ありが
たい。それゆえ、われわれが現地で得
た知見や体験を持ち帰り、地域に還
元する必要がある。われわれは活動に
よる成果を残すと同時に、活動や経験
を報告し、広く伝えていく義務がある」
と落合キャプテンは語る。

国際経験を地域へ還元する

　「ハートフルクラブの活動の狙い
のひとつは“非日常を提供すること”。
埼玉スタジアム、レッズランド、スクール、
クリニック･･･。こうしたすべてが子ど
もたちや取り巻く大人にとって、非日常
の場になる。海外の体験もその一つ。
海外に行くことで、コーチやスタッフも
日本や日本人の良さをあらためて知る
ことができる。そうした経験をまた地域

に還元し、子どもたちに他の国のこと
も知ってもらい、彼らの人間教育にも
役立てていきたい」（落合キャプテン）
というのがクラブの想いだ。
　浦和レッズのクラブ内では「グロー
カル」という言葉が使われるという。グ
ローバルとローカルを掛け合わせた造
語である。この言葉のように、地域で
の地道な活動と国際的な貢献活動の
両輪を大切にする浦和レッズの「ハー
トフル」な活動は、さいたまとアジアの
子どもたちにたくさんの笑顔をこれか
らも生み出していくことだろう。

＊　　　＊　　　＊

　Ｊリーグ設立から20年の時がたち、
その理念の一つである「国際社会に
おける交流及び親善への貢献」の実
現に向けて、各クラブはさまざまな活

動を模索しなが
ら行ってきた 。
今回の取材を通
しても、こうした
活 動は相 手 国
へ の 単 なる国
際貢献ではなく、
Ｊクラブにとって
も他では得られ
ない 貴 重 な 体
験の場であり、
大 切な学 び の
機会でもあるこ
とが分かった。

　世界中で多くの人々に愛され、広く
普及しているサッカーは、まさに世界
の“共通言語”といえる。しかし、ボー
ルやユニフォームなどを贈ることだけ
が支援活動ではないということは、
今回の二つのクラブの活動を見ても
明らかである。開発途上国の中には

「支援慣れ」してしまっている国もあ
り、「モノ」だけを与えるのでは、彼ら
の自立を妨げることにもつながる。や
はり、人と人との触れ合いの中にこ
そ、真の国際交流があるのではない
だろうか。
　海外での普及活動は、渡航費など
の金銭面や、その間コーチが不在にな
ることなどを考えると、クラブとして二の
足を踏みがちな活動ではあるだろう。
しかし、ベガルタ仙台も浦和レッズも、
貴重なきっかけを逃さずに決断し、大
きな一歩を踏み出した。そしてクラブ
の独力ではなく、ＮＰＯや国際協力機
関と協働し、スポンサーやサポーター
の支援を得られるように努力を重ね、
実施に向けての環境をつくるその“行
動力”によってこうした活動は実現さ
れてきた。
　まずはホームタウンを中心に日本で
のサッカー文化をしっかりと育み、それ
を海外にも広め、また海外で得た多く
の知見をホームタウンへと還元してい
く。これも地域に根差すＪクラブの存
在意義の一つであり、Ｊリーグの理念
のもとに、これから果たしていくべき役
割だといえるだろう。

写真提供：ベガルタ仙台、浦和レッドダイヤモンズ、ＮＰＯ法人フー太郎の森基金、ないとう ゆき

（社）日本プロサッカーリーグ　広報室お問い合わせ
TEL.03-3830-2006  FAX.03-3830-2007〒113-0033　東京都文京区本郷3丁目10番15号　 J F Aハウス9階

■ Jリーグに関するご意見、ご提言等ございましたらお寄せください。

落合キャプテンは日本での指導と同様に、どの国の子どもたちに対しても礼儀
を重んじる厳しさと大きな愛情で接し、サッカーの楽しさを伝えている


